












[要約〕食生活指導の効果を判定する基準として 3 つの方向からの検討を行った。①子ど

もの体重増加時期については 4,5～5 才児の体重増加率は著しく、この時期は食生活指導

の介入を考慮する必要がある。②栄養指導後の食物摂取の評価は、簡便な食習慣調査票に

頻繁に記入させる方法が効果的である。③肥満児の食生活指導の場合は「食」に関する母

親の意識を高めることが重要で、母親の食事に対する具体的な指導のニーズが高い。


